
【海上訓練】
テロリストが潜伏した船舶が三河港に入港する、という情報を各機関で共有する

情報伝達訓練から始まり、実働訓練では、テロリストが乗っているとみられる不審
な小型船舶が逃走したため、関係機関の船舶により追跡し、銃撃の末に制圧した。
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9月15日（金）に蒲郡市海陽町にある県営「豊田自動織機海陽ヨットハー
バー」において、テロに備えた合同訓練に参加しました。

セーリングワールドカップはオリンピックの前哨戦で、年4回開催されて
います。蒲郡大会は2018年シリーズの開幕戦で、第2回はアメリカ、第3
回はフランス、第4回はヨーロッパ（場所未定）で開催されることとなって
います。

訓練開会式の様子

港湾業務艇「しおさい」を
使用した陸上訓練の様子

テロリスト役を制圧する訓練の様子

大会の様子（提供：蒲郡市）
※セーリング･･･帆（セール）を使用する艇を用いて、水上を滑走する

速さ・技術を競う競技

この訓練は、今年10月に三河港で開催されたセーリングワールドカップや、
2020年の東京オリンピック・パラリンピック等の国際大会に備え、三河港
の水際対策に関わる関係機関が連携し、危機管理意識の向上を図ることを目
的として行われました。訓練には、愛知県警察、三河海上保安署などの7機関
73名が参加しました。

日本初開催となるセーリングワールドカップが蒲郡市にある「豊田自動織
機海陽ヨットハーバー」を拠点として、蒲郡市沖の三河湾で開催されました。

「セーリングワールドカップ愛知・蒲郡大会」では、艇の形状などによっ
て異なる8種目に41カ国の約300人が出場し、大会は10月17日（火）より
4日間の予選を経て、21日（土）・22日（日）に決勝戦が行われました。
残念ながら、22日（日）に開催される予定だった一部の決勝レース、閉会式、
表彰式は台風21号の影響で中止となってしまいました。

【陸上訓練】
岸壁に停泊中の外国船舶（当事務所港湾業務艇「しおさい」を外国船舶として想

定）に対して合同立入検査を実施した後、入国管理局による岸壁での船員に対する
上陸審査、税関による手荷物検査を行った。上陸審査の実施中に、船員の1名が刃物
を振り回し逃走をはかろうとしたため、捜査員らが取り押さえ、逮捕した。さらに、
この船員の所持品に爆発物が入っているとみられたため、県警機動隊の爆発物処理
班が爆発物処理用の専用車両を用いて処理した。

当事務所は今後も危機管理意識を高め、各機関と連携して、水際対策に取り組ん
でまいります。

訓練内容
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※一部の地域を除きます。

海とみなとの相談窓口

10月26日（木）、名古屋市役所で働く土木系技術職員19名が、三河港を見
学されました。

彫刻の施された山車メイン会場に勢揃いした山車

10月7日（土）・8日（日）に、半田市にて「はんだ山車まつり」が開催されました。
半田市では、毎年3月下旬から5月上旬にかけて各地区で山車を曳く祭りが行われており、
「はんだ山車まつり」は、5年に1度、半田市内10地区の総数31輌の山車が1箇所に集
結する祭りです。この「はんだ山車まつり」は昭和54年に第1回が開催され、今年で第
8回目を迎えました。今年は、前回の開催時を上回る来場者数となり、例年以上の盛り上
がりを見せました。

半田市中心部は祭り一色となり、あちらこちら
で様々な催しが繰り広げられ、大勢の観光客を魅
了しました。メイン会場に31輌の山車が勢揃いし
た光景は圧巻の迫力で、山車のスケールの大きさ
を実感できました。

ポートインフォメーションセンター「カモメリア」にて三河港の概要について
説明した後、展望室から自動車取扱いの盛んな神野ふ頭や、防波堤によって港内
が静穏に保たれている状況を見学していただきました。さらに、神野地区耐震強
化岸壁の工事現場では、全国的にも珍しい固化改良工法による耐震強化改良工事
について概要説明をいたしました。

「カモメリア」展望室から三河港を眺望

参加者の皆さんは興味深く見学され、固化改良工法の施工方法などについて
熱心に質問をされていました。三河港が輸入自動車貿易台数・金額ともに24年
連続日本一ということや、自動車取扱台数では世界5位に入っていること知り、
驚いたという感想も聞かれました。

三河港神野地区耐震強化岸壁の
現場見学の様子

※固化改良工法･･･地盤改良工法のひとつで、地盤にセメント等の改良材を混
合し、固めることにより、強度の増加を図るものです。
通常、岸壁はケーソン（コンクリートの箱）で築造するの
に対し、三河港神野地区耐震強化岸壁では、全国的にも珍
しいこの固化改良工法を採用し、整備をしています。
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